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10 月特集号をお届けするにあたって 

 

デジタル AV 時代を迎えて、デジタルやアナログの各種の信号を機器間で受け渡しをすることが

必要となり、接続や操作の簡易化や著作権の保護のための取り組みが進んでいます。 

Ａ･AV ライフの多様化にともない、ホームシステムと DAP やカーAV などのアウトドア機器間の

信号のやりとりも必要になってきました。 

さらに機器の接続と操作の容易なホームネットワークシステムという形態へ進化しようとしてい

ます。 

今月の特集は「Ａ･AV 機器接続の新動向」として、第一線で活躍中の方々から寄稿をいただきま

した。 

（編集委員長）

         ☆☆☆ 編集委員会委員 ☆☆☆ 

            委員長 藤本 正煕                委 員 豊島 政実 （四日市大学） 

               委 員 伊藤 博史 （（株）D&M デノン）         濱崎 公男  （日本放送協会） 

                   大林 國彦                    森  芳久 （ソニー（株）） 

                   蔭山 惠  （松下電器産業（株））          森下 正巳 （パイオニア（株））

                   高田 寛太郎（アムトランス（株））         山﨑 芳男 （早稲田大学） 
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ホームシアターのようなA・AV システムはレコー

ダー、DVD プレーヤ、AV アンプ、ディスプレイ等

複数の機器からなっているため接続は複雑で、また

機器の制御は複数のリモコンを操作する必要がある

など、一般のユーザーにとって非常に煩雑なもので

ある。 

一方家庭内のオーディオ機器からオーディオコン

テンツをポータブル機器に移そうとする場合、従来

機器ではダビングに長時間を要したり、複雑な操作

を強いられていた。 

A･AV システムにおいて、オーディオ伝送接続は

早い時期から1989年に制定されたIEC 958規格（前

身はEIAJ CP340 規格 1987 年策定）によってデ

ジタル化され、現在でもデジタル音声 IF（光、ケー

ブル接続）として単独で用いられているばかりか、

USB オーディオ IF や IEEE1394IF などにコンフォー

マント規格として織り込まれている。 

ビデオの伝送は MPEG-TS や DV 等、圧縮信号の

伝送接続はデジタル化されていたが、非圧縮信号の

伝送接続はコンポジット信号接続、コンポーネント

信号接続等アナログ接続が長く続いた。 

2002 年にパソコンの世界で使われていた DVI 規

格を民生機器用に拡張した HDMI（High-Definition 

Multimedia Interface）規格が米Silicon Image 社を中心

に日欧6 社によって策定され、非圧縮ビデオ信号の

デジタル伝送が実現した。最近のデジタル TV やハ

イビジョン記録可能なDVD レコーダーではHDMI 装

備が主流になってきた。 

A･AV システムの機器制御に関しては、1990 年に

IEC 61030 として国際規格化された D2B（Digital 

Domestic Bus）があるが、現在では自動車用の AV

機器・情報制御のプロトコルに使われているものの

家庭用には普及しなかった。また、1999年に日欧 家 

 

 

 

 

 

電８社が IEEE1394 インタフェースをベースに接続

互換性を確保するための HAVi（Home Audio Video 

Interoperability）仕様を提唱したが、これも普及には

至らなかった。 

2003 年にＩＰ技術を利用してＡＶ機器とパソコ

ンやモバイル機器をネットワーク接続するための標

準化組織DHWG（Digital Home Working Group＝2004

年にDLNA（Digital Living Network Alliance）と改称）

が結成され、2004 年に家庭内で電子装置間のネッ

トワークを可能にするDLNA（Digital Living Network 

Alliance）ガイドラインが策定された。最近になって

ガイドラインに対応した機器が市場導入されている。 

更に、本年になって AV 機器連携を目指して前述

したビデオ伝送規格 HDMI のオプション規格である

HDMI-CEC（Consumer Electronics Control）を活用し

た機器連携システムが提案されており、A・AV 機器

間を１本のケーブルで接続し、かつ１台のリモコン

による複数機器の制御を可能にしている。 

 一方、ポータブルオーディオの世界ではテープ、

CD、MD などの民生用記録・再生メディアから半導

体メモリーや HDD などパソコンとの親和性の高い

メディアに急速に移行している。 

ホームＡＶ機器との連携をどう図るかが課題とな

ってきておりホーム機器とポータブルオーディオ機

器用の接続ポート（いわゆるdock）が各社から提案

されている。 

今回の特集では松下電器産業（株）、（株）ケンウ

ッド、（株）D&M デノン、日本ビクター(株)によるA・

AV システムの接続性問題を解決する最新の技術動

向に関する原稿を頂いた。 

これらの接続技術により高いクォリティと優れた

操作性を持ち合わせたA・AV システムが実現される

ことを期待したい。 

特集にあたって 

本誌編集委員／松下電器産業㈱  蔭山 惠 
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１．はじめに 

TV 放送のデジタル/ HD(High Definition)化が進

むとともに、DVD レコーダーについても HD 対応

へのニーズが高まっている。また、家庭で臨場感の

あるコンテンツを楽しむために、ホームシアターへ

のニーズも高まり、TV やDVD レコーダーとAV ア

ンプを組み合わせて使用するお客様も増加している。

しかし、これらの機器を使用するためには、各機器

を複数のケーブルを用いて接続し、さらに、複数の

リモコンを使って各機器を個々に操作しなければな

らず、一般のお客様にとって必ずしも使いやすい環

境にはなっていなかった。 
当社は、この問題を解決するため、HD の映像／

音声信号を1本のケーブルで伝送できるインターフ

ェースとして実質的に業界標準になりつつある

HDMI (High-Definition Multimedia Interface)に
着目し、TV(VIERA)と DVDレコーダ(DIGA)やAV
アンプを HDMI ケーブルで簡単に接続し、かつ、

VIERA のリモコンひとつで DIGA や AV アンプを

簡単に操作することができる VIERA Link システ

ムを開発し、2006 年春に商品化した。 
本稿では、最新の HDMI 規格の概要と、VIERA  

Link システムの仕様について説明する。 
 
2. HDMI/CEC 規格の概要 
2.1 HDMI 規格 

HDMI(High-Definition Multimedia Interface)
規格は、日立製作所、松下電器、フィリップス、シ

リコンイメージ、ソニー、トムソン、東芝の7 社が

策定した次世代 AV 機器向けインターフェース仕様

である。 2002 年12 月にバージョン1.0 が発行さ

れ、現在は、2006 年6 月に発行されたバージョン 
1.3 が最新である。 

 
 
 
 
 
HDMI は、データ伝送方式として、PC ディスプ

レイ用インターフェースであるDVI(Digital Visual 
Interface) と同じ TMDS（Transition-Minimized 
Differential Signaling）方式を採用している。非圧

縮デジタル映像信号とデジタル音声信号を一本のケ

ーブルで伝送できる民生用 AV 機器に適したインタ

ーフェースである。この映像音声信号の伝送は、出

力機器(送信機)から入力機器(受信機)へ、一方向に伝

送される。また、これとは別に、HDMI で接続され

た機器間をリモート制御するための制御用コマンド

を双方向に伝送する仕組みも備えている。 
HDMIはHDMI Licensing, LLCからライセンス

されており、現在400 社以上がライセンスを受けて

いる。 
 
2.2 AV 伝送インターフェースの仕様 
 HDMI は、図１に示すようにTMDS クロック伝

送用と 3 つの TMDS データ伝送用の計 4 つの差動

伝送チャンネルを利用して、映像／音声／補助制御

データが伝送される。これ以外にDDC, CEC, HPD, 
GND 等を合わせ、合計19 本の信号線が利用される

（後述のデュアルリンクモードでは29 本）。 

図 1 HDMI の信号伝送 
 
最新バージョンであるHDMI 1.3 では、次世代の

次世代AV 機器用インターフェースHDMITMとVIERA LinkTM 

松下電器産業（株）パナソニックAVC ネットワークス社 

松尾 景介 
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高画質／高音質の AV 信号の伝送にも対応するため、

伝送帯域の拡大、映像・音声信号フォーマットの拡

張が行われた。結果、Blu-ray や HD-DVD などの

次世代光ディスク規格に対応する高品位なHDコン

テンツの伝送ができるようになった。 
最大伝送帯域は、TMDS チャンネル3 つをもう一

組使用したデュアルリンクモードが新たに規定され、

これまでの165MHz（4.95Gbps相当）から340MHz
（10.2Gbps 相当）に拡がった。デュアルリンクモ

ードでの伝送には合計 29 本の信号線が利用され、

従来に比べてやや大きめのコネクタが用いられる。 
 映像信号は、720p や1080i の映像信号に加えて、

1080pの高画質コンテンツの伝送にも対応している。

HDMI 1.3 では、オプションとして、伝送できる色

階調数が、これまでの 24bit/pixel に加えて

30,36,48bit/pixel にも対応され、また、色空間が、

動画用の拡張色空間規格xvYCC にも対応された。 
 音声信号は、IEC60958 規格で規定されている

L-PCM 方式（32kHz, 44.1kHz or 48kHz）のサポ

ートに加えて、オプションで、3～8 チャンネルまで

の192kHzまでのサラウンド音声などにも対応して

いる。加えて、HDMI 1.3 において、Dolby® TrueHD
やDTS-HD™ Master Audio など、新しい可逆圧縮

フォーマットにもオプション対応された。 
 このように多様な AV 信号フォーマットに対応し

つつ、受信機の再生能力に応じた再生互換性を確保

するために、HDMI ではEDID（Extended Display 
Identification Data）を利用した方式が採用されて

いる。 
EDID は受信機の能力を表す情報が格納された

ROM であり、送信機は DDC を介してこの情報を

読み出すことにより、受信機が再生可能な映像音声

信号フォーマット等を決定して送信する。この仕組

みにより、確実な再生互換性が確保される。 
また、HDMI では、HDCP(High-bandwidth 

Digital Content Protection)によるコンテンツ保護

の搭載を推奨している。保護が必要なデータは

HDMI 送信機でTMDS エンコードを行う前に暗号

化される。HDCP による暗号伝送を行う際には、前

もって送信機と受信機の間で HDCP ライセンス認

証とデータ暗号鍵の共有を行う。認証と鍵共有に必

要な双方向通信はDDC を介して行われる。 
 その他、HDMI 1.3 では、リップシンクの自動補

正機能がオプションとして新たに規定された。映像

は TV で表示し、音声は別の AV アンプで再生する

ようなホームシアターシステムを構成する際、音声

よりも映像が遅れて再生される場合があることを解

決するものである。TV での映像信号処理時間に伴

う映像表示の遅延時間情報をあらかじめ TV が

EDID に格納し、これを AV アンプが取得して、音

声出力を遅延させることでリップシンクが自動補正

される。また、ビデオカメラや携帯型 AV 機器向け

の用途を想定して、小型コネクタの仕様も新たに規

定された。 
 
2.3 HDMI-CEC 規格 

HDMI には、映像音声信号だけでなく、機器の制

御信号を伝送するための機能がオプションとして用

意されている。この制御信号を用いた機器制御を

CEC(Consumer Electronics Control)と呼んでいる。 
CEC のリモート制御信号は、Wired-OR による双

方向伝送が可能で、その伝送レートは約400bps (赤
外線によるリモコン信号の2 倍程度)である。 

CECには、一斉スタンバイ、TVの自動入力切換、

他機器の GUI メニュー操作、他機器へのリモコン

コードの転送、などのアプリケーションを実現する

ためのコマンドが標準で規定されており、それと同

時に、ベンダーが独自で定義したコマンドを使用す

ることも可能となっている。 
また、CEC では、各機器識別用のアドレスとして、

機器の物理的な接続位置を表す物理アドレスと、機

器の種類("TV"、"Recording Device1"など)を表す論

理アドレスとが定義されている。 
論理アドレスは主にコマンドの送信元および宛先

を指定するために使用され、物理アドレスは主に入

力切換先を指定するために使用される。 
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3. VIERA Link の開発 
3.1 VIERA Link システムの接続構成例 

VIERA Linkシステムの接続構成例を図２に示す。

VIERA Link ではVIERA とAV アンプ、AV アンプ

と DIGA をそれぞれ HDMI ケーブルで接続する。 

さらに、VIERA で受信したデジタル放送などの音

声をAV アンプで楽しむために、VIERA とAV アン

プの間を光デジタルケーブルで接続する。従来のア

ナログの映像・音声ケーブルに比べて、機器間の結

線数を大幅削減し、設置性の良さを実現した。 

図 2 VIERA Link接続形態例 
 
3.2 連携機能の仕様 

VIERA Link システムは、2.3 節で説明した

HDMI-CEC 規格に基づく制御信号を用いた連携機

能を業界で初めて商品化したものである。 
CEC 規格で規定された標準の制御コマンドに加

えて、当社独自の制御コマンドも追加することで、

簡単・便利な様々なアプリケーションを実現してい

る。以下、その概要について説明する。 
 
3.2.1 接続機器の機器認識 
 VIERA は連携機能を動作させるにあたり、まず、

制御対象となる DIGA や AV アンプが HDMI 接続

されているかを知る必要がある。このため、VIERA
が電源オンした時に、HDMI 接続されている機器に

対して CEC コマンドを用いて情報の問い合わせを

行うことで、その検出を行う。 
対応機器の接続を検出した場合には、VIERA の

GUI（Graphical User Interface）の「操作一覧」

メニューに「ディーガを操作する」「音声をAV アン

プから出す」のメニュー項目が各々表示され、

VIERA からの機器操作が有効になる。VIERA「操

作一覧」メニューのイメージを図３に示す。 

図 3 VIERAの「操作一覧」メニューのイメージ 
 
3.2.1 VIERA リモコンでのDIGA のGUI 操作 

図３に示した VIERA の「操作一覧」メニューで

「ディーガを操作する」を選択すると、VIERA の

入力が自動的にDIGA の画面に切り換わり、DIGA
の「操作一覧」メニューが表示される。このDIGA
の「操作一覧」メニューはDIGA が出力している画

面であるが、VIERA のリモコンでそのまま DIGA
の基本的なGUI 操作ができる。 

この機能は、VIERA が DIGA 画面を表示中は、

VIERA が受信した上下左右、決定、戻る、サブメ

ニュー、赤青黄緑の計 11 種類のリモコンキーコー

ドをCEC コマンドを用いてDIGA に転送すること

により実現している。 
また、VIERA とDIGA のGUI 操作体系や表示用

語に一貫性を持たせることで、異なる機器の GUI
でも違和感のないシームレスな操作を実現した。 
 
3.2.2 見ている番組を録画 

VIERA で番組を視聴中にVIERA のGUI メニュ 
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ーから録画操作をすると、その番組が即座に録画で

きる。 
この機能は、現在視聴中のチャンネル情報を、

CEC コマンドを用いて VIERA から DIGA に転送

し、DIGA は指定されたチャンネルに自身のチュー

ナーを選局して録画を開始することで実現している。

録画停止の操作も同様に CEC コマンドを用いて実

現している。このようにDIGA のチューナーで録画

を実行するようにしたことにより、デジタル放送を

ハイビジョン品質のまま簡単に録画することを実現

した。 
 

3.2.3 AV アンプとのスピーカー切換 
図３に示した VIERA の「操作一覧」メニューで

「音声を AV アンプから出す」を実行すると、音声

出力先を VIERA のスピーカーからシアタースピー

カーにワンタッチで切り換えることができる。逆の

切り換え操作も同様である。 
このスピーカー切換機能は、①CEC コマンドを用

いた AV アンプの電源と消音の制御処理、②DIGA
から出力される音声信号フォーマットの切換、を連

動して行うことにより実現している。 
特に、②の切換処理は、VIERA とAV アンプで音

声フォーマットの再生能力が異なるために必要とな

る。今回、AV アンプが自身の EDID の情報を図 4
に示すように音声出力先に応じて更新し、DIGA に

対して受信機の再生能力が変化したように見せるこ

とで、音声フォーマットの連動切り換えを実現した。 
また、シアタースピーカーから音声出力中の AV

アンプの音量操作は、TV の音量操作と同様に

VIERA リモコンの音量キーと消音キーで操作でき

るように、CEC コマンドを利用して実現した。 
 
3.2.4 一斉電源オフ 

VIERA リモコンで VIERA の電源をオフするだ

けで、HDMI 接続されているDIGA やAV アンプも

一斉に電源オフすることができる。 
これは、電源オフを意味する CEC コマンドをブ

ロードキャスト送信することにより実現している。 

 
図 4 音声フォーマットの連動切り換え方式 

 
3.2.5 DIGA 再生自動入力切換 
 DIGA のリモコンの「再生」キーが押下された際、

DIGA は再生を開始し、VIERA の入力切換が自動

的にDIGA 画面に切り替わる。 
CEC コマンドで定義された入力切換要求を

DIGA から送信し、VIERA がこれを受けて入力を

切り換える。この際、入力切換要求のコマンドはブ

ロードキャスト送信することで、DIGA と VIERA
の間に接続されている AV アンプの入力も同時に

HDMI（DIGA が接続）に切り換わる。結果、お客

様は個別機器の入力切換の操作が不要である。 
  
4. まとめ 

以上、HDMI 規格の概要とその応用例として

VIERA Linkシステムの接続・機能について述べた。

HD コンテンツの伝送に加えて機器間の制御も１本

のケーブルで実現できる HDMI への期待はますま

す大きい。 
今後も、各製品の機能・性能の進化だけでなく、

それらを組み合わせたシステムを通して、さらに使

いやすい商品群を開発・商品化していきたい。 
 
参考文献 
◍ HDMI Licencing, LLC: High-Definition Multimedia Interface 

Specification Version 1.3, (2006) 

◍ 飯塚裕之 他: HDMI (HD マルチメディア・インタフ

ェース)、JEITA Review 2005.2 
 

AVアンプ

EDID

VIERAの映像再生能力情報
VIERAの音声再生能力情報

VIERA

EDID

VIERAの映像再生能力情報
VIERAの音声再生能力情報

DIGA

①読出し

HDMI HDMI

AVアンプ

EDID

VIERAの映像再生能力情報
AVアンプの音声再生能力情報

VIERA

EDID

VIERAの映像再生能力情報
VIERAの音声再生能力情報

DIGA

HDMI HDMI

②VIERAの音声再生能力に

応じた音声フォーマットで
HDMI出力

①読出し

②AVアンプの音声再生能力に

応じた音声フォーマットで
HDMI出力

（b）音声出力先がAVアンプに接続されたシアタースピーカーのとき

（a）音声出力先がTVスピーカーのとき
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１．はじめに 

会社員や学生の通勤・通学中にヘッドホンを耳に

しポータブルミュージックプレーヤーで音楽を聴い

ている光景をよく見かけるのは、最近に始まったこ

とではない。このポータブルミュージックプレーヤ

ーは、現在（ハードディスク搭載などの）デジタル

オーディオプレーヤー（以降 DAP と呼ぶ）として

ホームオーディオとは違ったファッション性，操作

性で普及している。その一方で、この DAP も AV
機器ソースの一部として認識されてきており、昨今、

ホームオーディオ関連製品との接続される事例が多

く見られる。つまり、大容量のハードディスクが搭

載されたDAP が一般的になった今、DAP はミュー

ジックサーバーの役割として家庭内での生活におい

ても重要なアイテムの一つになっているケースが多

くなってきている。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
そこで、オーディオメーカーである弊社としては、

ホームオーディオの中心にある我々の製品が DAP
と融合していかにユーザーに AV を楽しんでもらえ

るかを考え、AV アンプやシステムオーディオ機器

とDAP との接続にいち早く取り組んできた。 
DAP と弊社 AV 機器との接続により、DAP は、

まるで弊社の AV 機器のように弊社 AV 機器の操作

ボタンやリモコンでコントロールできる。また、

DAP の情報を大画面に表示し、OSD 操作ができる

ことも DAP 単体では成し得ない大きな魅力の一つ

となっている。 
弊社では、今年の４月から DOCK 方式を用いた

「ASD-1R」を発売している。 
本稿では、その「ASD-1R」を基に、DAP とホー

ムオーディオの接続方式とその利点等ついて説明す

る。 
 

 
 （図1）ASD-1R との接続ブロック図 

デジタルオーディオプレーヤー(DAP)と 
         ホームオーディオの接続について 

 

      ㈱ ディーアンドエムホールディングス デノンブランドカンパニー 

渡辺 丈二 
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２．ASD-1R の構成（DOCK 方式の特徴） 

 前ページの図1 は、ASD-1R のブロック図である。 
DOCK 方式をとることでの大きな特徴の一つは、

DOCK 内部にマイコンを構成することにある。社外

製品であるDAP を制御するためには、当然DAP 専

用プロトコルでの通信が必要である。ブロック図の

通りDAP とASD-1R のマイコン間は、DAP 専用の

プロトコルでの通信となるが、そのマイコンと弊社

AV 機器間の通信は弊社のプロトコルで通信するこ

とができる。つまり、社外製品である DAP が

ASD-1R との接続により弊社のあらゆる AV 機器に

て操作することが可能となる。具体的には、ブロッ

ク図内のスライドスイッチで3 種類の弊社通信プロ

トコルを選択し、さまざまな弊社 AV 機器との通信

に対応する。（実使用例は、3 項で説明する。） 
 もう一つの特徴として、ブロック図の通り各信号

ラインにバッファーを設けることで、ASD-1R を弊

社 AV 機器間の接続距離を長く取ることが可能とな

る。これは、ユーザーの設置条件に自由度を与える

利点となる。（接続端子仕様については、3 項で説明

する。） 
 
３． ASD-1R の仕様と接続方式 

 
 
 
(1) 接続端子仕様 
① コントロール端子：ステレオミニプラグタイプ 
② 音声出力端子：L/R RCA タイプ 
③ 映像出力端子：S-video タイプ 
④ その他：電源端子 

ASD-1R と外部機器との接続端子仕様は、写真 1
を見て解るように専用特殊端子を採用せず、一般的

な端子を採用している。これらの端子仕様が決定さ

れた背景としては、下記の通りである。 
a）コントロール端子は、ステレオミニプラグ 

タイプを採用： 

ASD-1R の接続専用ドックコントロール端子(写
真3)を持った製品と、システムコネクタ(写真2)が装

備された弊社のシステムコンポとの通信接続が可能

になることを考えた。よって、両端子共通のステレ

オミニプラグを採用し通信端子を共通化した。 

 
 
 
 
 

b）音声出力は、RCA 端子，映像出力、S-VIDEO  

端子を採用： 

 特殊端子を使用せず、音声出力用と映像出力用に

一般的な端子を使用することで、一般的な接続ケー

ブルが使用でき、DAP が1 つのAV 機器として他の

AV 機器と接続されることの汎用性がひろがる。 
ｃ）高音質・高画質および通信における信頼性 

の配慮： 
専用特殊ケーブルを使用せず、音声出力，映像出

力，コントロール端子および各種ケーブルをそれぞ

れ分離することは、通信信号と音声や映像信号との

干渉などに有利である。 
     
(2) 3 種類の通信モード 

（底面に配置したスイッチで切り替え） 

① “CD-R”： システムコネクター端子(写真2)を装

（写真1）ASD-1R の各種接続端子 

（写真2） 

弊社システムコンポ装備の 

システムコネクター端子 

（写真3） 

ASD-1R 接続専用の 

ドックコントロール端子 
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備した製品と接続する場合に設定する。DAP を弊社

システムコンポのCD レコーダー用の通信プロトコ

ルで制御する通信モード。 
② “TAPE“： システムコネクター端子(写真2)を装

備した製品と接続する場合に設定する。DAP を弊社

システムコンポのカセットデッキ用の通信プロトコ

ルで制御する通信モード。 
③ “DOCK CONTROL”： ドックコントロール端

子(写真 3)を装備した製品と接続する場合に設定す

る。ASD-1R と DAP 間で双方向通信を行い、

ASD-1R 用の弊社専用通信プロトコルで制御する通

信モード。 
・これら3 種類の通信モードは、次項で説明する接

続方式に合わせて設定する。（写真4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 接続方式と機能 

接続方式は2 種類になる。 
① システムコネクター端子装備機器との接続 

 

接続方法： システムコネクター端子が装備されか

つ、TAPE またはCD-R いずれかの使用していない

音声入力端子がある場合に、ASD-1R の音声出力端

子とTAPEまたはCD-Rの音声入力端子を接続する。

（図2 参照）また、接続した入力端子に合わせて前

項の通信モードを設定する。 
利点： 

a) 接続した弊社システムオーディオ機器に付属さ

れているリモコンで操作し、DAP の音楽を楽しむこ

とができる。（通信モードが”TAPE”のときは、カセ

ットデッキ用のリモコン操作ボタンで、通信モード

が”CD-R”のときは、CD レコーダーのリモコン操作

ボタンで、DAP を操作できる。） 
b) システム接続されたカセットデッキや CD レコ

ーダーと同様のシステム機能がはたらく。（例えば、

タイマー再生やオートファンクション機能など。） 
 

② ドックコントロール端子装備機器との接続 

 

 

接続方法：ドックコントロール端子が装備されか

つ、使用していない入力端子がある場合に、

ASD-1R の出力端子と入力端子を接続する。（図3
参照）また、前項の通信モードを”DOCK 
CONTROL”に設定する。 

そして、接続されるAV 機器の入力端子をDAP
用に設定する。例えば、ドックコントロール端子   

 （写真4）通信モード切り替えスイッチ 

（図 2）システムコネクター端子装備の製品との接続

（図3）ドックコントロール端子装備の製品との接続例 
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が装備された AV アンプの DVD の入力端子に

ASD-1R を接続する場合、DVD の入力をDAP 用に

設定する。 
利点： 

a) 接続した弊社AV 機器本体の操作ボタンやAV 機

器に付属されているリモコンのボタンで操作し、

DAP の音楽や画像を楽しむことができる。 
b) ASD-1RとDAP間で双方向通信を行うことから、

DAPの情報をAV機器の本体に表示したりAV機器

のモニター出力と接続された外部ディスプレイに表

示することができる。つまり、DAP から離れたとこ

ろから、DAP の情報をモニターしながら操作し音楽

を楽しむことが出来る。（写真5，6） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
c) また、DAP からの曲の情報を受け取り AV 機器

の本体に表示したり AV 機器のモニター出力と接続

された外部ディスプレイに表示することができる。

（写真7） 
 
 
 
 
 

４． 開発にあたって 

ASD-1R の開発にあたっては、DAP という他社製

品との接続であることと DAP 自体に複数のモデル

ラインアップが存在することもあり、弊社製品との

接続における信頼性を確保するための各種試験に多

くの時間が必要とされた。 
また、サイズの違う複数モデルの DAP との接続

に関する互換性，他社製品デザインを兼ね備えた弊

社独自のデザイン性の部分も苦労した点の一つであ

る。 
 

５． おわりに 

DAPとホームオーディオとの接続用DOCKの役

割は、例えば AV アンプとの接続した場合に DAP
の音源をマルチチャンネルで再生できる発展性など、

DAP 単体でのヘッドホン再生では味わえない音の

楽しみを提供することであると考える。われわれオ

ーディオメーカーとしては、この「DAP とホームオ

ーディオとの接続」によって、ヘッドホンで聞いて

いるユーザーにもホームオーディオ機器の魅力を感

じてもらい、また関心を持ってくれることを期待し

ている。 
最後に、今現在、AV 機器のみならず家電全般に

おいても、ジャンルにとらわれない機器間の接続が

行われるようになってきている。われわれメーカー

側としては、ソフトウェアとハードウェアをうまく

融合し、これまで以上によりユーザーの立場に立っ

た便利な接続性やユーザーインターフェイスを提供

していくことが大変重要であると実感している。 
 

 筆者プロフィール 
■ 渡辺 丈二 （わたなべじょうじ） 

1965 年，栃木県生まれ。1987 年，東洋大学 
工学部卒。同年日本コロムビア㈱（現 ㈱ディー 
アンドエムホールディングス デノンブランド 
カンパニー）に入社。主に、音響機器設計に 
従事。現在に至る。 

 

（写真 5）AV アンプ本体の表示部に表示された

DAP の情報 

（写真6）AV アンプと接続された外部ディスプレイに 

表示されたDAP の情報 

（写真7）AV アンプ本体の表示部に表示された 

再生中の曲名/アーティスト名 
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はじめに 

音楽を保存する媒体は、古くはレコード、カセッ

トから CD,DVD、近年はメモリー、HDD と様々に変

化しています。それに伴ってポータブル機器も多種

多様となり、街中で音楽を聴いている人が多く目に

付きます。その音源は主に携帯電話や DAP（Digital 

Audio Player）と思われますが、以前のポータブルカ

セットやポータブル CD に比べて、小型、大容量、

長時間再生さらには多品種と、格段に利便性が向上

しています。 

DAP はすでに生活の一部となりつつあり、iPod の

ように１つのファッションスタイルとしても扱われ

ています。ここまで身近になってきていますDAP を

車の中に持ち込み、当然カーオーディオと接続して

音楽を楽しみたいという要望はみなさまお持ちと思

います。 

 

DAP とカーオーディオの接続 

DAPをカーオーディオと接続する方法は以下のよ

うにいくつか考えられます。 

① 有線（ケーブル）の場合 

◍ DAP アナログ出力端子からオーディオケーブル

にて接続する。 

◍ DAPのUSBコネクタからUSBケーブルにて接続

する。 

 

筆者プロフィール 

■ 秋本 敏行 （あきもと としゆき） 

1967 年群馬県生まれ。92 年日本ビクタ

ー入社。オーディオ技術部にてカーオー

ディオの開発設計に従事、カーCD レシ

ーバーなどの設計を担当し、現在はUSB、

Bluetooth などのコア開発を手掛ける。 

 

 

 

 

 

② 無線（電波）の場合 

◍ 無線伝送技術（Bluetooth）を用いて伝送する。 

これら接続方法に対して、DAP コントロールアダ

プタやUSB 対応カーオーディオを紹介しながら、 

具体的に説明していきたいと思います。 

 

DAP コントロールアダプタを用いた接続 

 大抵の DAP にはヘッドフォン出力端子が付いて

いますから、ピンジャックケーブルにてカーオーデ

ィオ（外部入力端子付）と接続する方法を通常考え

ると思います。ただ、この場合DAP の操作（曲の再

生、停止、選曲等）はカーオーディオ側のキー操作

ではできずDAP 本体で操作する必要があります。 

車の中では、オーディオのみならずナビ、エアコ

ン等集中操作可能となるようセンターコンソール部

にあらゆる操作系を集め、操作性、安全性を最大限

向上させる必要があります。こうした中、上記方法

は車の中では最適な接続方法とは言い切れないでし

ょう。 

 そのため、DAP の操作もカーオーディオ側で可能

となる、DAP コントロールアダプタというものを提

案させていただいています。これは図 1、2 のよう

に、DAP はコントロールアダプタを介してカーオー

ディオと接続されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1  DAP コントロールアダプタ 

カーオーディオとデジタルオーディオプレーヤーの接続 

日本ビクター株式会社 

秋本 敏行 
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  DAP    コントロールアダプタ  カーオーディオ 

図2 DAP コントロールアダプタ接続方法 

 

DAP とコントロールアダプタ間は、DAP 内蔵の専

用コネクタと接続可能なケーブルにより繋がれ、専

用コネクタのいくつかの端子を使用することにより、

アナログオーディオ信号出力ラインのみでなく、

DAPをコントロールするための通信ラインも確保す

ることができます。 

そのため、このアダプタは内蔵 CPU が DAP と通

信を行いコントロールしていますので、内蔵CPU が

外部から命令を受けることにより DAP の操作が可

能となるシステムになっています。この場合、内蔵

CPUに命令を出す側は当然カーオーディオとなりま

す。 

では次に命令を出す側のシステムについて説明

します。コントロールアダプタとカーオーディオは、

電源、アナログオーディオ信号、コントロール用通

信線等をまとめた専用ケーブルにて接続されます。 

通常のカーオーディオは、車内の限られたスペー

スで収まりきらない様々なシステムアップユニッ

ト（CD チェンジャーやTVチューナーなど）が接続

出来るよう、システム拡張用のコネクタが付いてい

ます。このコネクタにDAP コントロールアダプタを

接続し、カーオーディオ側はアダプタに対して命令

を出してDAP をコントロールします。カーオーディ

オとコントロールアダプタ間の通信は、JVC オリジ

ナル通信を用い、様々なユニットがコントロール可

能となるような通信体系で構成されています。 

 このようなコントロールアダプタを介して接続す

るため、取り付けや見た目はスマートではありませ

んが、このシステム構成を取ることにより大きな利

点が生まれてきます。１つは、前にも述べています

ようにカーオーディオ上のキーによる DAP 操作の

ため、操作性と安全性の向上です。 

最近ニュースでよく耳にする、運転中の携帯電話

操作による事故と同様、DAP キー操作は薦められま

せん。車内での安全な音楽ライフのためにも必要な

構成となっています。 

 もう１点は、後から追加できる手軽さです。すで

にJVC カーオーディオをお持ちの方でしたら、カー

オーディオ本体を DAP 購入時点で DAP コントロー

ル可能なモデルに買い換える必要がなく、アダプタ

のみを追加していただければ DAP を車内で楽しん

でいただくことができるようになります。これは、

カーオーディオにすでに存在するシステム拡張用コ

ネクタを利用しているためであり、様々なお客様に

アダプタ接続の可能性を提供できるように開発しま

した。 

 上記のようなコントロールアダプタ追加という形

態ですが、市場にある様々なDAP への応用も可能と

なる利点が設計サイドとしては存在しています。 

アダプタ内蔵 CPU の DAP コントロール用ソフト

を、例えば DAP1 用、DAP２用と用意することによ

り、２種類のコントロールアダプタ開発が可能とな

ります。その利点を活かし、現在は以下の

『XA-HD500』用コントロールアダプタ（図３）と、

DAPのトップシェアを占めるiPod用コントロールア

ダプタを市場に送り出しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ XA-HD500 
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USB ケーブルを用いた接続 

 DAP に内蔵されている接続端子には、前述のよう

なヘッドフォンジャックや DAP 内蔵専用コネクタ

の他に、USB コネクタも多く見られます。これはパ

ソコンとの接続が考慮されているためです。USB ケ

ーブルを使用してパソコンにDAP を接続し、曲のコ

ピー、移動、再生等の操作がパソコン画面上で可能

となります。 

 また、DAP のみならずUSB コネクタが搭載されて

いる電子機器は年々増加しており、パソコンとの接

続性を狙った商品開発が進められています。 

代表的な商品が USB フラッシュメモリーであり、

データの保存、移動など携帯性に優れており、CD

や DVD に匹敵する１つの音楽ストレージメディア

として注目されているのは周知のとおりです。 

こうした背景から、USB フラッシュメモリー内の

大容量音楽ファイルを車内で楽しみたいという要望

や DAP を USB ケーブルで簡単にカーオーディオと

接続して音楽が聞くことができればということから

以下の図のような USB コネクタを搭載したカーオ

ーディオが誕生しています。 

図4 USB コネクタ搭載カーオーディオの一例 

 

前述のコントロールアダプタを介した接続の時の

アナログ信号によるオーディオ転送とは異なり、こ

の接続方法のほうが USB ケーブルによるデジタル

信号転送で高音質が望まれます。 

USB コネクタが存在するカーオーディオは他にセ

ット背面から直接ケーブルが出されコネクタ部が表

に出されているものや、車載純正などではすでにコ

ンソール部等に USB コネクタが取り付けられてい

るものが見受けられます。 

USBケーブルで接続しDAPをカーオーディオから

コントロールするためには、カーオーディオ側の

USB 仕様として、USB マスストレージ対応が必要と

なります。これは、DAP をHDD のようなストレージ

デバイスとして認識し、ストレージデバイス内のフ

ァイルをコントロール可能にさせる仕様です。 

 USB ケーブルにて接続した場合、接続も簡単で見

た目もスッキリしていていいのですが、ハード面、

ソフト面の両方から注意しなくてはいけないことが

あります。ハード面ではUSB には以下のような規格

があり、これを外れると正常に動作しません。 

 電圧：4.75～5.25V 

 電流：MAX 500ｍA 

  ケーブル長：5ｍ以下 

 例えば、パソコンに外付けHDD を接続した場合う

まく動作せず、USB ケーブルを交換したり、USB ケ

ーブルをもう１本追加したりしたことはないでしょ

うか？ 

これは USB コネクタに対してパソコン本体が許

容している電流以上に HDD の消費電流が大きいと

いうことや、HDD の消費電流が大きいため、ケーブ

ルでの抵抗損失が大きく電圧が規定外に落ちてしま

うというようなことが発生してしまっているからで

す。このようなUSB 規格から、大容量の電源（バス

パワー）を必要とする電子機器（DAP を含む）を接

続する場合には注意が必要です。 

 カーオーディオと DAP をケーブルで接続する際

には様々な不安要素があり、DAP の消費電力、USB

ケーブルの抵抗損失、コネクタ同士の接触抵抗によ

る損失等々、これらを考慮した設計が商品には必要

です。 

例えば、色々な DAP（フラッシュメモリー媒体、

HDD 媒体）の消費電力に対しては、カーオーディオ

側のUSB 電源の強化（規格電流に対する余裕度アッ

プ）や、ケーブルおよびコネクタ接触抵抗の損失に

対しては、商品内の電源ラインの電圧ロスを極力少

なくする設計（部品配置の最適化やパターン距離を



 

15 

JAS Journal 2006 Vol.46 No.10 特 集 機器接続の新動向  

短くするなど）が必要でしょう。 

 ソフト面の注意では、著作権保護のかかったファ

イルに対しては再生不可となってしまいます。 

音楽配信サービスを開始または予定しているサイ

トから配信される楽曲の多くは著作権保護がかけら

れています。そのため、パソコン上では再生可能で

すが、DAPへの転送回数は制限されていたりします。

その上、DAP へ転送された著作権保護のかかったフ

ァイルは、制限がかけられているためカーオーディ

オ側へのデジタルデータ転送が許可されませんので

USB ケーブルで接続しても再生不可となってしまい

注意が必要です。 

著作権保護のかかったファイル形式の種類として

は、DRM 対応 WMA 形式、OpenMG/ATRAC 形式、

Fairplay/AAC 形式などが有名です。 

 

無線通信による接続 

 今まではケーブルなどを使用した有線での接続

方法について説明してきましたが、今後主流となり

うる無線通信による接続方法について簡単に説明い

たします。 

 家 庭 内 で は 現 在 、 無 線 LAN 規 格 の

IEEE802.11a/802.11b/802.11g などが主流ですが、

あくまで、パソコンを中心としたデータ伝送用途に

限定された技術です。 

そのため車内で音楽を転送する無線技術として最

近注目されているのがBluetooth です。 

低電力、小型、音声のやりとりも可能、障害物に

も強いということで車載用として適しています。ま

た、こうした利点から携帯電話への搭載も徐々に増

えてきており、DAP のみならず携帯電話からの無線

通信も注目されています。 

Bluetooth 対応の DAP やカーオーディオ、さらに

は DAP とドッキングさせて無線通信を可能にさせ

るBluetooth キットなども商品化されていますので、

Bluetooth 対応カーオーディオと無線通信にて音楽

を楽しむということが今後の新しいスタイルとなる

でしょう。 

 Bluetooth にて音楽転送させる場合には、予め

Bluetooth 対応機器が音楽転送機能を搭載している

かどうかを確認する必要があります。 

Bluetooth はプロファイルと呼ばれる仕様によっ

て様々な機能が搭載されており、DAP と無線接続し

て音楽を再生させるためには、A2DP（高音質オーデ

ィオデータを伝送するためのプロファイル）、

AVRCP（オーディオ・ビジュアル機器をリモート制

御するためのプロファイル）といったプロファイル

が搭載されていることが必要ですので、よく仕様を

確認したほうがいいでしょう。 

 

最後に 

 車の中で音楽を楽しむために求められるシステ

ムには、操作しやすく、安全であることが一番大切

です。（当然、高音質も重要です。） 

操作時に危険性が感じられるようなシステムでは、

せっかくの快適なドライブも台無しとなってしまい

ます。 

ぜひ、今回紹介しましたシステムを参考にしてい

ただき、DAP 接続によってみなさまのカーライフを

ステップアップしていただきたいと思います。 
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はじめに 

皆さんが、日頃親しみ、楽しむエンターテイメン

ト環境は、大きく様変わりしてきました。 

例えば、よくご存じのデジタルカメラ。この製品

の普及でフィルムを使って写真を現像に出す人は、

かなり少なくなってきたのではないでしょうか。 

そして、MP3 音楽プレーヤー。パソコンの普及と

相まって、音楽をデータとしてハードディスクや半

導体メモリーに保存、再生する人達も増えたのでは

ないでしょうか。いつの間にかレンタルショップで

借りる映画ソフトも VHS テープから DVD 光ディス

クに変わっています。 

近頃話題の地上デジタル放送。2011 年には現行

のアナログ放送は停波して、放送波は全てデジタル

化されます。 

そう、キーワードは「デジタル」。いつの間にか、

皆さんが楽しむエンターテイメントコンテンツや機

器はデジタル化され、その高品位、高信頼性に、慣

れてしまっていませんか。パソコンの普及も目覚ま

しいものがあって、いつの間にか、ブロードバンド、

常時接続、ネットワーク化、といった少し前まで会

社の中だけの高価な仕組みだったようなものが、家

庭の中に、ごく自然に入り込んでいます。 

 

 

筆者プロフィール 

■ 園田 剛男 （そのだ よしお） 
株式会社ケンウッド 戦略技術開発センター 

特別職 （Vice President & Chief Specialist） 

 

DLNA 活動においては、2003 年6 月の発足当初 

からのメンバーであり、現在も活動中。 

 

 

 

 

 

 

 

エンターテイメント機器、もちろん情報機器も含

めて、デジタル化が進み、扱うコンテンツもまた「デ

ジタル」。なんだか、とても便利で、高品位なデジタ

ルコンテンツが、いつも手元にあるように感じられ

ませんか。確かにとても便利な環境が、デジタル技

術のおかげで私たちの身の回りに溢れかえっている

のですが、実はちょっとした不便を感じることもあ

るのです。 

「デジタルの世界は約束事の世界」。そう、同じデ 

ジタル処理を施しても、違う方式では全く無意味な

ものになってしまいます。 

例えば、一曲の素晴らしい音楽作品が手元にあっ

たとしましょう。この一曲の音楽作品は、近頃話題

の MP3 というデジタル処理方式で作成されていた

とします。これを普通の CD プレーヤーで再生しよ

うとしても実は無理なのです。 

フォーマットという約束事の定義は非常に重要な

もので、この約束事が守られなければ、一切の互換

性は約束されないのです。デジタルの世界にはとて

も多くの約束事があって、実は相互に接続すること

は案外難しいのも事実なのです。アナログの場合は

全く問題にはならなかった話なのですが・・・。 

 

DLNA という業界活動 

そこで、デジタルコンテンツを家電製品、パーソ

ナルコンピューター モバイル機器間で、途切れる

ことなく、メーカーや製品群の違いに依存すること

もなく、相互接続性と互換性の高い約束事を作り上

げて、デジタルコンテンツを楽しむ皆さんにより良

いデジタルエンターテイメント環境を提供しようと、

2003 年 6 月に設立した業界技術検討団体が DLNA

（当時DHWG：Digital Home Working Group と称して

DLNA 規格とその応用について （第 1 部） 

株式会社ケンウッド 戦略技術開発センター 

園田 剛男 

 



 

17 

JAS Journal 2006 Vol.46 No.10 特 集 機器接続の新動向  

いた）です。 

発足当時は 17 社の家電、パーソナルコンピュー

ター、携帯電話のそれぞれの業界の大手が集い、発

足1 年後の2004 年6 月には、その技術検討活動の

成果として、「DLNA Home Networked Device 

Interoperability Guidelines v1.0」を策定、2005 年には

「DLNA Certification Program for DLNA Guidelines 

v1.0」の起動、そして2006 年には「DLNA Networked 

Device Interoperability Guidelines - Expanded: March 

2006」の発行を達成し、家庭内デジタルエンターテ

イメントネットワーク時代の幕開けに大きな役割を

果たしてきています。また、発足以降、多くの賛同

企業の参加により、DLNA 加盟全企業数も現在では、

300 社を超え、益々その活動の範囲は拡大している

ところです。 

  （図1） DLNA プロモーター企業（現在21 社） 

 

DLNA では皆さんにデジタルコンテンツを楽しん

でいただける快適な環境を提供することを目的にし

ていますが、その活動と役割は多岐にわたっていま

す。DLNA の組織概要から、それらについて少し説

明することにします。 

（図2） DLNA 組織図 

 

DLNA 組織（図2）には、青色に区別されている「コ

ミッティー」と呼ばれる活動母体があります。 

特に「Technical」では設計ガイドラインの策定を、

「Interoperability & Compliance」では相互接続試験条

件の検討やロゴ認証のためのプログラムの作成を手

がけ、「Marketing & Public Relation」では市場、業界

啓蒙活動や各種イベント開催など、様々な活動をし

ています。 

さて、このうち、「Ecosystem」というコミッティ

ーで手がける「ユースケース」の作成に関して話し

を続けます。 

 

DLNA が考えるユースケース 

DLNAが考えるユースケース（皆さんのデジタルコ

ンテンツ利用シーンの一例）を説明します。 

（図3）DLNA ホームネットワーク 

 

上記イメージ図（図3）を使って2 つのシナリオ

を描いてみましょう。 

まず、一郎君は先日友達の秀樹君達とサッカー観

戦に行きました。その時デジタルカメラで撮影した

沢山の写真データがパーソナルコンピューター

（PC）に保存してあります。今日は秀樹君達が遊び

に来てくれたので、先日の写真をみんなで見ること

にしました。このとき、PC の小さなディスプレイや

わざわざ印刷した写真でみるよりは、大きなフラッ

トパネルディスプレイで一緒に談笑しながら見た方

が楽しいですよね。 

一方で、一郎君のお姉さんの菜々子さんは、ビデ
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オレコーダー（PVR）に録画しておいたドラマを鑑

賞しようと思ったのですが、一郎君達がリビングの

大型テレビで楽しそうに写真を見ていたので、2 階

にある自室のテレビでホームネットワークを通して、

PVR に録画したドラマを見ることにしました。 

こんな感じで、デジタルコンテンツを提供するPC

や PVR、デジタルコンテンツを鑑賞する TV などが

あって、それらがメーカーや製品群に左右されるこ

となく、相互に繋がってデジタルコンテンツを共有

できれば便利ですよね。 

DLNA ではこの様なユーザーの利用シーン（つま

りユースケース）を沢山描いてみて、それらを実現

できる技術的解決手段を構築することで、便利で多

機能な、互換性のあるネットワーク環境、すなわち

デジタルコンテンツを共有できる世界を皆さんに提

供しようとしています。 

ここで、キーワードを・・・。デジタルコンテン

ツを供給する製品の能力を「サーバー」と呼びます。

ここではPC やPVR など写真やドラマなどのデジタ

ルコンテンツをネットワーク経由で供給することを

指します。一方、リビングや2 階にあるTV などの

デジタルコンテンツを再生する能力を「プレーヤー」

と呼びます。 

DLNA 設計ガイドラインではネットワーク上でデ

ジタルコンテンツを共有する仕組みのひとつとして、

「サーバー」や「プレーヤー」といった機器分類を

定義しています。 

 

DLNA 設計ガイドライン 

DLNA 設計ガイドラインでは、技術的に大きく二

つの定義をしています。 

その一つはユースケースのところで説明したキー

ワードである、「サーバー」とか「プレーヤー」とい

った機器分類です。デジタルコンテンツを提供した

り､再生したりといった機器の役割を定義していま

す。 

もう一つは、ネットワークプロトコル群です。実

はDLNA 設計ガイドラインでは、製品を接続する物

理的な仕組みとして、Ethernet（イーサネット）、無

線ネットワークWi-Fi（ワイファイ）とBluetooth（ブ

ルートゥース）を使用します。言い換えると製品間

の通信の仕組みの殆どを、インターネットで利用す

る技術を流用しています。 

このインターネット技術に、UPnP（ユニバーサル

プラグアンドプレイ）というネットワークに参加す

る製品の発見、デジタルコンテンツ情報の閲覧、提

供といった特殊な機能を追加することで、相互に通

信が可能となるように手順を規定しています。 

さらに、デジタルコンテンツのメディアフォーマ

ットは、国際標準化機関によって定められ、支持さ

れた必須フォーマットでやり取りすることで、製品

間におけるデジタルコンテンツの共有を実現してい

る訳です。 

第 2 部には、DLNA 設計ガイドラインに関する深

堀した概説を用意してみました。ネットワークに関

する知識や UPnP 技術にある程度精通していること

前提にした、少々難易度の高い読み物ですが、併せ

てご一読頂けると幸いです。 

 

DLNA ロゴ認証プログラム 

2005 年 9 月から DLNA 認証プログラムが開始さ

れています。このプログラムでは、DLNA 設計ガイ

ドラインに沿って開発された製品が、本当に約束事

を正しく守れるかどうかを検証、テストしています。

このテストに合格した製品にはDLNA 認定ロゴマー

クを発行しています。 

つまり、皆さんは、電気屋さんで購入する製品に、

DLNA 認定ロゴマークがついていれば、他の DLNA

認定ロゴマークのついている製品とネットワークを

介してデジタルコンテンツを共有することが約束さ

れますよ、と直ぐに理解できるというわけです。 

 

 

 

 

（図4）DLNA 認定ロゴマーク 
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DLNA の今後 

DLNA は世界的な活動団体ですが、ここでは特に

日本市場についての今後の展望について少し触れて

みたいと思います。 

冒頭にもお話ししましたが、すでに地上デジタル

放送が開始されていて、2011 年には現在のアナロ

グ放送のサービスは終了してしまいます。DLNA で

はデジタル放送の受信規格である、電波産業会ARIB

のSTD-B21、運用規定TR-B14/15 に準じて、デジ

タル放送のホームネットワークの実現を見据えてい

ます。また、本年中には著作権保護が必要なデジタ

ルコンテンツの伝送を可能にする伝送路保護技術の

設計に必要な新たなガイドラインも発行予定です。 

 

ケンウッドが考えるDLNA 製品展開 

DLNA のマーケティング活動の一環であった昨年

のCEATEC JAPAN 2005 では、ケンウッドが考える

製品展開を具体化した参考展示をさせていただきま

した。 

写真1と2はDLNA設計ガイドラインを元に開発

したカーナビゲーションシステムとポータブルHDD

プレーヤーです。 

カーナビゲーションシステムは DLNA 設計ガイ

ドラインが定義するプレーヤーとして、ポータブル

HDDプレーヤーはDLNA設計ガイドラインが定義

するサーバーとして動作します。 
つまり、日頃胸のポケットに入れて持ち歩いてい

る、大量のデジタル音楽コンテンツが入ったポータ

ブルHDD プレーヤーが、ひとたびドライブをするた

めにマイカーに乗り込んだだけで、カーナビゲーシ

ョンシステムとネットワーク接続され、サーバーに

変身する。ポータブルHDD プレーヤーのデジタル音

楽（もしかしたら、ムービーや写真なども・・・）

がカーナビゲーションシステムによって再生される。

こんなシームレスな世界があれば便利だと思いませ

んか。 

 
 

最後に 
DLNA の活動と目指すもの、今までの成果概要に

ついて、説明をさせて頂きました。約束事の多いデ

ジタルの世界で、皆さんに技術を意識させない工夫

をもっと進めて、楽しいデジタルエンターテイメン

ト環境を提供し続けたいと思います。 

「新鮮な驚きや感動で幸せな気持ちを創りたい」 

 

（写真１） CEATEC JAPAN 2005 DLNA ブースでの 

ケンウッド試作紹介（カーナビゲーションシステム） 

（写真２） CEATEC JAPAN 2005 DLNA ブースでの 

ケンウッド試作紹介（ポータブルHDD プレーヤー） 
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はじめに 

デジタルコンテンツを家電製品、パーソナルコン

ピューター モバイル機器間でシームレスに共有で

きる相互接続性および互換性の高い家庭内外のネッ

トワーク世界の実現を目指して、2003 年 6 月に発

足したDLNA（当時DHWG：Digital Home Working Group

と称していた）は、2004 年 6 月に「DLNA Home 

Networked Device Interoperability Guidelines v1.0」を策

定、2005 年は「DLNA Certification Program for DLNA 

Guidelines v1.0」の起動、そして2006 年には「DLNA 

Networked Device Interoperability Guidelines - 

Expanded: March 2006」の発行を達成し、家庭内デ

ジタルエンターテイメントネットワーク時代の幕開

けに大きな役割を果たしてきている。 

過去様々なデジタルネットワーク技術やインター

フェース技術の提案や業界活動が行われてきたが、

市場認知を獲得するまでには至らなかった。しかし

漸くDLNA（Digital Living Network Alliance）の活動成

果が市場認知を獲得するに値する一つの解となりそ

うである。 

まず、DLNA における相互接続実装ガイドライン

の策定プロセスについて、少し紹介する。恐らく、

今までの数あるネットワーク技術やインターフェー

ス技術などの提案活動に垣間見られた「新規格開発」

プロセスとは大きく異なる、極めて画期的な策定手

法が成功への一つの大きな要素だったのではないだ

ろうか。 

筆者プロフィール 

■ 園田 剛男 （そのだ よしお） 
株式会社ケンウッド 戦略技術開発センター 

特別職 （Vice President & Chief Specialist） 

DLNA 活動においては、2003 年6 月の発足 

当初からのメンバーであり、現在も活動中。 

 

 

 

 

 

 

DLNA 実装ガイドライン策定プロセスは、1) 技術

および市場動向から得られる「Use Case」の創造、

2) 得られた「Use Case」を実現するために必要な技

術的解決手段および要求仕様の確定、3) 業界標準規

格がもつ解釈差異や曖昧さの是正、業界標準規格制

限による実装簡便化など、決して新しい技術規格を

策定、追加することなく、既存技術の流用から構成、

という3 つの大きなステップから成り立っている。 

ここでは、2004 年6 月に発行した「DLNA Home 

Networked Device Interoperability Guidelines v1.0」を拡

張する新しい実装ガイドライン「DLNA Networked 

Device Interoperability Guidelines - Expanded: March 

2006」の技術紹介を中心に、近未来のデジタルコン

テンツシェアリングの可能性について、出来る限り

分かり易く記載してみたい。 

 

技術要求仕様の骨子 

DLNA 実装ガイドラインは大きく 3 つのフレーム

ワークから成り立っている。それらは、1)ネットワ

ークアーキテクチャー、2)デバイスクラス、3)機器

能力分類、である。 

1) ネットワークアーキテクチャー 

基本的な通信階層は上図の通りである。物理接続

手段として IEEE802.3( 有線 LAN・Ethernet) 、

DLNA 規格とその応用について （第 2 部） 

株式会社ケンウッド 戦略技術開発センター 

園田 剛男 
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IEEE802.11a/b/g（無線 LAN）を定義、新しい実装

ガイドラインではBluetooth を追加した。 

ネットワーク層には TCP/IP プロトコル群を、技

術アプリケーションには UPnP-DA、UPnP-AV に代

表される Universal Plug and Play 技術を配し、

HTTP1.0/1.1 伝送で、デジタルコンテンツを定めら

れたメディアフォーマットでやり取りをする。これ

らにより相互接続性と機器共生が担保される基礎が

構築される。 

これら全ての通信プロトコル群およびメディアフ

ォーマットは、先の説明のとおり如何なる新規技術

規格の策定も行っていない。全ての実装技術要件は

すでに公に存在する標準である。 

2)デバイスクラス 

デバイスクラスとは、デジタルコンテンツを供給

する能力もしくはデジタルコンテンツを再生する能

力を保有するなど、機器間における相互接続性を担

保するための特定の役割について定義したものであ

る。 

この特定の役割とは物理的な属性には依存せず、

その役割に必要な技術要素群を指し示す。例えばデ

ジタルコンテンツを供給する能力を保有するデバイ

スクラスとして「Digital Media Server （DMS）」が定

義されているが、このDMS の技術要素群はHTTPサ

ーバーであり、物理的属性はHDD レコーダーであっ

ても、パーソナルコンピューターであっても構わな

い。DMS はデジタルコンテンツを供給するための

HTTP サーバーとしての役割を果たすものであれば

良いことになる。 

新しい実装ガイドラインでは以下の様なデバイス

クラスが定義されている。 

3)機器能力分類 

デジタルコンテンツを再生する基本機能以外の追

加的動作仕様について規定したものが機器能力分類

である。例えば、デジタルコンテンツを機器間で移動

したり、再生要件を可変したり、印刷を実行できるよう

にしたりと、新たな能力を定義している。この機器

能力分類はDLNA 実装ガイドラインに於けるシステ

ムシナリオから創出・抽出された機能であり、以下

のように分類される。 

 

α）2 BOX / 3 BOX PULL モデル （基本機能） 

 

β） PUSH コントローラー 

 
γ）アップロードコントローラー 

δ）ダウンロードコントローラー 
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ε）プリントコントローラー 

 

実装ガイドラインの技術詳細 

デジタルコンテンツ共有のための技術的解決手段

であるネットワークプロトコル群について順を追っ

て詳細を補足する。 

物理ネットワーク 

家庭内の部屋間通信が可能で、かつユーザーにと

っても製品製造の観点からも安価で導入し易い物理

層であること、昨今のブロードバンド（常時接続）

環境の普及状況など将来性を加味した既存技術とい

うことからEthernet 系物理層が選択された。 

有線のみならず無線 LAN の相互接続安定性も昨

今は非常に向上していることから、家庭内部屋間通

信では大きな役割を果たすことが期待される。加え

て、省電力が生命線となるモバイルハンドヘルド製

品群・携帯端末機器向けに、Bluetooth も新たな物理

層として加えられている。 

ネットワークプロトコル 

インターネットプロトコルである IPv4 をベース

に TCP/IP、UDP/IP を採用。既存技術としてインタ

ーネットの世界では広く利用されており、IETF（The 

Internet Engineering Task Force）にてRFC 規格とし

て古くから安定的に運用されている。 

機器発見と制御 

ネットワークへの機器の自動参加および離脱、ネ

ットワークへ接続した機器が提供するサービスの宣

言や認識など機器間で送受信する基本情報を扱うプ

ロトコルとして UPnP Forum が策定した、Unversal 

Plug and Play Device Architecture を採用。SSDP（Simple 

Service Discovery Protocol）およびSOAP/GENA メッ

セージによる、1. Discovery（機器発見）、2. Description

（機器保有機能情報）、3. Control（保有機能の実行）、

4. Eventing（機器の状態変化検出）、5. Presentation

（制御・状態認識用インターフェース）を実行し、

XML（Extensible Markup Language）にて構造化デー

タをやり取りする。 

AV エンターテイメント向けファイルやメタ情報の

管理 

UPnP Forumが策定するAVコンテンツ向けメディ

アマネージメント技術であるUPnP AV Profileとプリ

ンター制御技術である UPnP Printer を中核技術とし

て採用。UPnP AV Profile に対する理解を深める第1

ステップとして、「コントロールポイント」、「デバイ

ス」の2 つの定義用語を知ること、第2 ステップと

して、それらの構成要件を知ることである。まず、

「コントロールポイント」と「デバイス」について

少々解説をする。 

「コントロールポイント」とは、コンテンツの検

出・情報一覧の提供、コンテンツ伝送手段の決定、

再生制御、再生条件の設定という役割を果たす。 

具体的には、コントロールポイントが ネットワー

ク上の機器から、1) コンテンツの場所を特定し、

2) デバイス間で利用できる伝送プロトコルとメデ

ィアフォーマットを判断し、3) 再生の開始/制御お

よび条件設定をする、という流れとなる。 

さらに付け加えると、「コントロールポイント」と

はサービスであり、デバイスでは無いということ。

そして「コントロールポイント」は後述の 4 要件

（Contents Directory Service、Connection Management 

Service、AV Transport Service、Rendering Control 

Service）から構成される機能である。 

さて、一方の「デバイス」であるが、これは名前

のとおり、機器そのものを指し示し、コンテンツを

供給するEndpoint を「Media Server」、コンテンツを

再生するEndpoint を「Media Renderer」と位置付ける。 

以下に「コントロールポイント」を構成する各種

サービスの概要に関して補足する。 
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・ Contents Directory Service 

コンテンツの検出および情報一覧を提供するサー

ビスとして、XML Element 又は XML Attribute とし

て表現される。DIDL-Lite 内に、コンテンツの ID、

タイトルなどがメタ情報として記述されている。

なお、DLNA では「res@protocolInfo 4th field」に

DLNA 定義のメディアフォーマット互換性確認情

報や特殊再生機能に関する追加記述を行っている。 

・ Connection Management Service 

コンテンツ伝送手段の決定をサービスとして実施

する。HTTP-based streaming、RTSP/RTP-based 

streaming など、機器間で利用可能な転送要件を決

定する。 

・ AV Transport Service 

再生制御サービスであり、一時停止、停止、スキ

ップアップ/ダウン、再生速度などの特殊再生を提

供する。 

・ Rendering Control Service 

音量、輝度、色味などの再生条件機能サービスの

提供をする。 

メディアトランスポート（コンテンツの伝送） 

HTTP や RTSP/RTP を利用して実際のコンテンツ

の伝送と再生制御を可能する。ヘッダー情報を利用

してUPnP AV Profile で利用しているCDS（Contents 

Directory Service）情報をやり取りすることが可能と

なる。 

HTTP メディア伝送の場合は、Request/Response

によるTCPコネクションの接続を可能とし、ヘッダ

ー情報内のメタ情報を利用することで、DLNA 定義

の特殊再生機能を実現することが可能になる。また

RTSP/RTP によるUDP/IP 伝送においては、その伝送

路品質（QoS：Quality of Service）を確保するために

DLNA 独自の Tagging によるプロパティを

RTSP/RTCP メッセージに含めることができる。 

メディアフォーマット 

一般にネットワーク技術や通信プロトコルの定義

などは様々な技術規格の中で議論・検討され規格・

規定化されているが、実際の製品群に於けるデジタ

ルコンテンツの共有には大きな壁が存在している。

それはメディアフォーマットそのものである。 

DLNA では、相互接続性と機器共生のためのコン

テンツ基本形式の定義を実装ガイドラインの中で施

すことで、最終段でのデジタルコンテンツ共有のシ

ナリオを現実のものとしている。例えば、一般的な

ホームネットワーク機器におけるメディアフォーマ

ットの概念図を以下に示す。 

メディアクラスと称して動画（Video）、音楽

（Audio）、静止画（Image）の3 つを用意。それぞれ

のメディアクラスにMandatory Format Set を定義す

ることで、それぞれのメディアクラスをサポートす

る機器間でのデジタルコンテンツの共有のシナリオ

が、バランス良く配置できるように仕組みとして定

義している。 

例えば、Video をサポートするDigital Media Server

（DMS）とDigital Media Player（DMP）間の相互接続

モデルを考察してみる。DMS がデジタルコンテンツ

のメディアフォーマットとして MPEG-2、MPEG-4

で供給可能だと仮定する。DMP が MPEG-2 でも

MPEG-4でも再生可能な能力を持つ場合はNative 状

態のメディアフォーマットで相互接続が確保可能で

ある。DMP がMPEG-2 のみ再生可能な場合は、DMS

からはデジタルコンテンツをMPEG-2で供給するこ

とで相互接続を可能にする。例を加えると、Audio

をサポートする DMS と DMP 間での相互接続でも、

必須メディアフォーマットとしてLPCM が定義され

ているので、DMS から DMP に対して、デジタルコ

ンテンツをLPCM で供給できれば課題は解決される

わけで、DMS が LPCM、MP3、その他のメディアフ

ォーマットを供給可能でも、最低限LPCM での伝送

が可能であれば、互換性は維持される。もちろん

Native Format の伝送を否定はしない。これにより最
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終段でのメディアフォーマットにおける互換性も確

保できる条件が整ったことになる。さらにDLNA メ

ディアフォーマットとして、プロファイルネームの

定義を施し、各種メディアフォーマットにおけるプ

ロファイルを細かく定義することで、映像解像度や

サイズ、音声チャンネル数、ビットレートなどを共

有する。精度の高いメディアフォーマットを提供で

きる環境が整っている。Image Class では約10 種類

のプロファイルが、Audio Class では約30 種類プロ

ファイルが、Video Class では約220 種類のプロファ

イルがすでに準備されている。 

デバイスクラスとネットワークアーキテクチャー のまとめ 

DLNA 実 装 ガ イ ド ラ イ ン が 定 義 す る

「デバイスクラス」と「ネットワークアーキテクチャー」

について図示する。 

1.機器リスト表示 

2.コンテンツリスト表示 

 

3.コンテンツ再生 

機器能力分類（Device Capability） 

ここまで、Endpoint やコントロールポイントと呼

ばれるデバイスクラスやデジタルコンテンツ再生モ

デルを基本としたネットワークアーキテクチャーを

概説してきた。 

ここでは、「DLNA Networked Device Interoperability 

Guidelines - Expanded: March 2006」にて、機能拡張

された機器能力分類（Device Capability）について説

明を加える。先の <技術要求仕様の骨子 3 項>でシ

ステム例を示したが、ここでは幾つかのモデルケー

スにおける技術詳細を付記する。 

カテゴリー的には、1) Pull Model、2) Push Model、

3) Upload Model、4) Download Model、5) Printer Model

に分けられるが、1) Pull Model は先のネットワーク

アーキテクチャー概説でも分かるとおり、再生要件

の基本 Use Case である。また技術的仕組みで論じ

れば、4) Download Model もおよそ同じである。 

ストリーミングで再生をするか、バックグラウン

ドトランスファーでコンテンツバイナリーを一気に

獲得してしまうかの違い以外に大きな差異は存在し

ない。 

また、2) Push Model もDMR にMSCP（Server 用コ

ントロールポイント）を実装したDMP によく似た概

念で、DMS にMRCP（Renderer 用コントロールポイ

ント）を実装した概念でDMS に存在するコンテンツ

バイナリーを DMR に対して送り出すことをイメー

ジすれば理解にかたいところである。 

さて、それでは解説を要すると思われる2 つのテ

ーマについて見ていくことにする。 

まずは Upload Model。コンテンツバイナリーの

DMS への Upload に際しては、+UP+（アップロード

コントローラー）を使用する。このコントローラー

は UPnP AV CDS に規定されている CDS :CreateObject

を利用する。 

+UP+からのCDS :CreateObject要求によって、DMS

内の CDS コンテナ内<res>Element に ImportURI が生

成されると、+UP+は res@importUri 値を参照し、

HTTP-POST を使ってコンテンツバイナリーを指定
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URI アドレスへアップロードする。 

アップロードされたコンテンツバイナリーの削除

に も UPnP AV CDS に 規 定 さ れ て い る

CDS :DestoryObject アクションを使う。 

またDLNA実装ガイドラインでは、Optional Content 

Management（OCM）として、コンテンツバイナリー

アップロード、チャイルドコンテナ生成、Item 削除

の3 項目の補助的機能を追加している。 

次にPrinter Model。 先のシステム例にあるとおり、

2つのケースについてDevice Capabilityを定義してい

る。+PR1+と+PR2+である。 

先の図が示すとおり、+PR1+は印刷対象コンテン

ツを保有するデバイスがプリントコントローラー機

能を保有する 2BOX タイプのケース。+PR2+は印刷

対象コンテンツを別のDMSが保有する3BOXタイプ

のケース。いずれの場合も Print Endpoint は DMPr

（Digital Media Printer）となる。 

利用するサービスとしては、UPnP PrintEnhanced:1 

Service であり、Page Description Language として、

W3C CSS（Cascading Style Sheets）および W3C 

XHTML Print specification をベースに印刷用テンプレ

ートを構築、システムモデルとしてDLNA 実装ガイ

ドラインの中で要件組立を行っている。 

本題からは外れるが、ネットワークプリンターが

DLNA 実装ガイドライン対応することで、将来プリ

ンター用デバイスドライバーが不必要になるかも知

れない。これはコンテンツ共有を目的とした副産物

になる可能性も秘めている。 

 

DLNA 実装ガイドラインの今後 

これまでのDLNA 活動で、およそデジタルコンテ

ンツ共有のシステム構成とアーキテクチャーは実装

ガイドラインとして、かなりの部分をカバーしてき

たと感じられる。 

ここで、改めて確認しておきたいことがある。  

一つは既存の公知技術規格を参照することで要件を

満たし、新たな技術提案を実施しないことが大きな

ポリシーになっていること、そしてもう一つは、ユ

ーザーインターフェースやアプリケーションなど、

製品開発・設計上の最終製品に対する自由度を最大

限に残していること、この二つのポリシーは DLNA

における活動の成功の一助になるものであり、全て

はUse Case（シナリオ）の創造から得られる、既存

技術による解決手段の模索にある。 

さて、近未来の話題であるが、デジタルコンテン

ツの共有を模索して、久しく成功の光を見ることの

なかったネットワーク技術であるが、DLNA がその

多くを解決してくれそうな礎は築きつつある。しか

し、未だ超えなければならない大きな垣根が残って

いる。デジタルコンテンツ著作権保護技術とその共

有である。 

プライベートなデジタルコンテンツの共有につい

ては、先の概説のとおり手段はおよそ確立したもの

の、ライセンスを主張するデジタルコンテンツの共

有については、技術的解決手段に留まらず、その他

の背景にも大きく左右される大きな課題である。 

DLNA でも、その解決手段を技術的視点から検討

は進めているものの、大きなビジネスというドメイ

ンの中で、権利者、製造業者、利用者の3 者が公平

な環境の中でバランスを保つことが、もっとも望ま

れ、必要不可欠な条件となっている。様々な Liason

関係を築きながら、これら諸課題にも対応してゆく

ことであろうし、現在発行しているDLNA 実装ガイ

ドラインの改訂や、未だ埋もれている新たな Use 

Case の創出にも余念がないと思われる。 

 

最後に 

近くDLNA 対応製品が多く市場に出回り、認知さ

れ、多くのユーザーの支持を得られんことを期待し

つつ、概説を終えることとする。 
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● 全体をみて 

 「A&V フェスタ2006」が入場無料となって3 年

目を迎えた。会場も引き続きパシフィコ横浜と、都

心から少し離れていることを差し引けばまずまずの

来場者ではないだろうか。それは初日から盛況だっ

た様子で、特にリスニングルームの人気からも伺え

る。そのリスニングルーム、ここにのみ参加したメ

ーカーを含め参加数は 10 社にのぼり、ほぼ満席の

状態である。やはりオーディオファンは自分の耳で、

新しい機器の音や傾向を確認したいのだろうと思っ

た。 
今回の A&V フェスタの特徴を総枠で括ると、オ

ーディオ総合メーカーの参加が手控えられ、マニア

ックなメーカーなどが増えたことだろうか。総合メ 
ーカーの不参加は残念なことだが、逆に個性的メー 
カーが増えたことは、本来の趣味としてのオーディ

オファンに応えられると、前向きに捉えたい。 
 

写真１ A&V フェスタ2006 グランドステージ 

写真２ リスニングルーム（三菱電機） 

 
 
 
 
でも市場で人気のオーディオコンポや A&V アン

プ／システム、スピーカーなどを意欲的に投入して

いるメーカーらの参加は必要であり、今後にも期待

しておきたい。 
 こうした背景を端的に表わしたのがグランドステ

ージのメイン会場だった。例年ところ狭しとブラン

ド誇示で勢力図を競うところだが、今年はそれがあ 
まり前に出てこず、こじんまりしたようにも思えた。

それにここに参加した各ブースを覗いて感じたのは、

開発製品（参考出品）などが少なかったことだ。 
いつもならこの時期に合わせ、隠し玉にしていた

オーディオの未来を担うような魅力的モデルがたく

さん並んだもの。それは開発品を展示し、来場者の

感触を探るといった意図を持っているが、そうした

傾向が少し薄まったようだ。このような状況の背景

にあるのはオーディオファンの分散かと思われる。 
専門色を色濃く反映した他の展示会が、しかも他の

場所、時期で開かれることなどの影響もあろう。 
でも A&V フェスタは、新しい A&V の流れを汲

み取る貴重な展示会だと感じることもできた。その

一つがグランドステージでの自作オーディオ自慢大

会と人気投票の催し、スピーカー＆レコード盤蓄音

機などの工作教室などが注目されていたからだ。音

を出すために苦労してみる、それら真空管アンプや

手作りスピーカーに見られるのは、オーディオの原

点に戻るような姿勢でもあることだ。 

写真３ 自作オーディオ自慢大会 

A&V フェスタ 2006 見聞記 

村瀬 孝矢 
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そして先ほどのリスニングルームの盛況ぶりと、

さらに2階奥に設けられたピュアオーディオエリア

のすざましい熱気と騒音ぶりも注目された。来場者

が触れ、聴け、意見交換できる場が、ここにあった

ことを振り返ってみる必要がある。それは自分の耳

を養う、向上させる目的で、他流試合にも似た感覚

で来場するオーディオファンが根強く存在している

ことを物語っている。 
 この耳を肥やす意味では、協会特別主催の NHK
技研協力による「22.2ch マルチチャンネル音響」が

注目された。家庭にこのような大掛かりなシステム

は入れられないが、劇場や映画館を想定した未来派

サラウンド再生に触れられたことは、今回のフェア

に出かけた方にとって忘れられない大収穫ではなか

っただろうか。小さなスピーカーも多数使用する、

それぞれ独立したチャンネルで伝送する音場信号が、

生音場にとても近いことを教えてくれるし、この迫

力感と存在感から、音に関わってみたいという未来

の技術者が育つようにも感じた。 

写真４ NHK 技研の22.2ch 再生実験 

写真５ インテリア産業協会の展示ルーム 

初めての試みとして、オーディオ・ビジュアルと

住環境の調和を専門のインテリアコーディネーター

が提案するインテリア産業協会とのタイアップ展示

ルームが設けられたが、今後のフェスタの要素の一

つとして注目される。 
さて、今年になって台頭しつつあるのがピュアオ

ーディオの再来である。グランドステージに参加し

たメーカーの幾つかが、ピュアアンプ＆スピーカー

など発売前モデルを並べたのは注目された。これか

ら団塊世代のリタイアを迎え、オーディオファンの

回帰が見込まれることから、リスニングルームでの

デモ演奏にも反映していた。 
 なお、ホームシアター関連はフル HD（ハイビジ

ョン）パネルを使用したフロントプロジェクターが

注目され、薄型テレビもフルHD モデルと大画面化

を達成したことでリビングシアターの提案が多かっ

た。もっとも今年は各ブースでのリビングシアター

よりもホームシアターエリアで集中的に視聴できる

ところが人気になり、購入検討しているファンが熱

心に視聴していた。 
 

● 各ブースの注目モデルなど 

 ここから少し細かく各ブースで目立ったものを幾

つか取り上げてみる。ピュアオーディオへの取り組

みでは、パイオニア、ソニー、ビクターなどがそれ

ぞれ個性を、しかも音と音楽のオーディオファン向

けのモデルが増えた。パイオニアではピュアモルト

キャビネットの本格派スピーカーほか、久々のピュ

アコンポ（アンプ、SACD プレーヤー）などが参考 
出品として並んだ。プラズマテレビとカーナビでブ

ランド力を高めているが、もともとがオーディオメ

ーカーなだけに本気で取り組んだピュアコンポの出

来映えに関心が集まった。ソニーも本格コンポのブ

ランドである ES シリーズのアンプ、スピーカーが

並べられ注目された。最新のデジタル技術とピュア

オーディオのコラボがこのコンセプトだが、新世代

のピュアコンポを提案しているのが注目される。ビ

クターはウッドコーンスピーカーのピュア2ウエイ
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モデルが注目だ。これは別室のリスニングルームで

試聴会を催していたが、連日盛況で、熱心なファン

が詰め掛けていた。 
 パナソニックはプラズマをメインにした A&V シ

ステムの提案に、直前に発表した世界初のBD レコ

ーダーを大々的にアピールし人気を集めた。ピュア

オーディオは揃えなかったが新しいメモリーオーデ

ィオ「SD コンポ」を提案し世代交代を見込む。な

かでも圧巻は103型プラズマを中心に据えたリビン

グ A&V システムであった。壁掛けテレビが部屋に

入ったとき、リビングでの楽しみが変わることを示

す。松下電工を巻き込んで部屋ぐるみでシステム提

案した。 

写真６ ピュアモルトスピーカー（パイオニア） 

写真７ ウッドコーンスピーカー（日本ビクター） 

写真８ BD レコーダー（パナソニック） 

● ピュアオーディオエリアの魅力 

 2 階奥に設けられたこのエリアはオーディオ本来

の地に足が着いたところであった。参加メーカー数

も多く、それも少数精鋭のような個人企業の参加も

あって、活気に溢れていた。これまでのオーディオ

ファンが自作で育ってきたこと、身近な音の改良か

ら始まったこと、それらを再確認できるブースが多

かった。 
 昨今の真空管アンプへの人気の高まりもあってか、

真空管を扱うメーカーから、製作販売するメーカー、

その音を少しでも改良して良くしようというメーカ

ーまで、さまざまな取り組みが一同に見られたこと

は今回のフェスタの見どころ、他の展示会ではここ

まで揃わないのでは、とさえ思った。 
 またこれに合わせるかのようなユニークなスピー

カーの提案もあり、オーディオを趣味にすると楽し

いよ、ということを見せていた。 
 そしてアナログオーディオファンに応えるパーツ

の展示から個性的ヘッドフォンなどもあり、四六時

中このエリアにいても飽きないと思われた。ただ、

会場内はそれぞれが勝手に音を鳴らしてしまいこれ

はちょっと困った。騒音も激しく試聴どころではな

い。昨年も同じような感じだったが、これには何か

知恵を使って少し改善する必要があるだろう。 
 

● 立ち聴きに待ち人も大勢のリスニング 

ルームエリア 

 特に人気を集めたエリアがここである。試聴して

みたい、というオーディオ機器が集まったこともあ

るが、購入を前提にしているファンの多さを物語る。

最近は試聴コーナーを設けたオーディオショップが

少なくなったこともあり、フェスタで絶対聴いてみ

たいと考える方が多いのだと思う。各ブースも少人

数でしっかり試聴を行っていたこともあり、待人が

多くなった原因を作った。 
 各ブースはオーディオメーカーらしく開発モデル

を試聴させたり、新発売モデルで高画質、高音質サ

ラウンドシステムで視聴させたり、またユニークな
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オーディオシステム、ハイクラスオーディオシステ

ム、音場型システムなど、いずれも魅力的なところ

が多く、すべて試聴するには時間が足りないばかり

か、整理券を求めて順番待ちしてしまうと展示エリ

アに行けないなどの問題を抱える。それを承知でリ

スニングエリアを回ろうとするならば、会期中の 4
日間をフルに通う必要が出てくるかも知れない。 
 それでもピュアオーディオのヤマハ、ユニークス

ピーカーの富士通テン、ハイビジュアルと上質サラ

ウンドで聴かせたドルビーシステム、魅力的なフル

HD プロジェクターとサラウンドシステムで見せ、

聴かせたソニー、などなど、どこを試聴しても外れ

はなかった。来年はこのエリアをもっと拡大し、同

じものを複数ブースにしつらえてでも参加者の満足

度を高めてもらいたいと思う。そう言う意味ではこ

こが A&V フェスタの試金石になるのだろうとも思

う。 
 
● ホームシアターエリア 

メイン会場のグランドステージ脇に設けられたホ

ームシアターエリアはやや中途半端という気がした。

参加メーカーは昨年同様にここにしか出展しないと

ころもあるが、それにしては会場が狭く、環境的に

も条件が良くない。フルHD という新しい魅力的な

プロジェクターやハイC/P プロジェクター、それに

ソフトメーカーなどが参加しているものの、来場者

からすれば単品で見たいのではなく、システムでシ

アター環境を含め、自分に合ったシステムイメージ

を求めているのではないかと思う。展示の条件が難

しくなるかも知れないが、ホームシアターシステム

を採り入れるとどうなるか、を見たいのであって、

単体のプロジェクターの画質を見たいのではないの

だと思う。 
ここはスクリーンメーカー、家具メーカー、A&V

システムメーカー、それにプロジェクターメーカー

を合わせた合同・合作展示のようなコラボを企画し

てもらいたい。映像の魅力は迫力のサラウンドがあ

ってこそ生きるもので、フルHD プロジェクターに

なったといっても強い関心を呼ぶものでもない。い

ままでホームシアター専門の本格的な展示会がない

だけに、A&V フェスタに寄せる期待は大きいので

ある。 

写真９ ピュアオーディオエリア 

 

 

写真10 ピュアオーディオエリア 

 写真11 リスニングルーム（ヤマハ） 

 写真12 リスニングルーム（ソニー） 



 

30 

JAS Journal 2006 Vol.46 No.10 

 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
１．３５０型の誕生 

後に“The worst Ampex” *1とまで言わしめた400

シリーズの発売から2 年目、ユニークなテープ駆動

機構ではあったが、安定性に欠け、改良が追いつか

なかった。遂に 400 型機構部の限界を感じて断念、

急遽、抜本的な設計変更に踏み切ったのが350 型で

ある。テープパスの基本を原点に戻し、300 型の機

構部を基本に、3 モーター式、そしてキャプスタン

をヘッドの後にしたオーソドックスな方法を採用し

て、小型、軽量化したのが350 型である。…と筆者

は推察する。 

 写真 20-1 に 350 シリーズのテープ駆動機構部

(Tape Transport Mechanism)の表パネル面を示す。 

写真20-1 Ampex 350 シリーズのテープ駆動機構部 

正面パネル (167) 

 

 
増幅器部はパネル面のデザインは新しくなったが、

回路は後期の 400 シリーズを踏襲している。写真

20-2 は350 シリーズ増幅器の表面パネルである。 

 
写真20-2 Ampex 350 シリーズの増幅器 

正面パネル (164) 
 

３５０シリーズは５年後の１９５８年に、今度はステレ

オ・モデルが追加され、増幅器が改良されて３５１シリ

ーズとなる *2。 

次ページの写真20-3 は 2チャンネルステレオ･モデ

ル(３５１-２型)のポータブル型、写真20-4はコンソール

型（モノ）、再生専用機（３５２型）、そしてラックマウント型

である。  

表20-1 に３５１シリーズの主な仕様を示す。この３５１

シリーズは発売後3 年間で 9,000 台売っている (153)。 
 

① ヘッドホンジャック ⑥ イコライザー切替 

② 録音ボタン ⑦ 入力切替 

③ 録音ランプ ⑧ 出力/メーター切替 

④ 電源スイッチ ⑨ 再生レベル調整 

⑤ 録音レベル調整 ⑩ ＶＵメーター 

① 供給側テープリール ⑧ プレイボタン 

② アイドラープーリー ⑨ テープスピード切替 

③ リールサイズ切替 ⑩ キャプスタン 

④ 巻戻しボタン ⑪ 巻取りテンションアーム 

⑤ 早送りボタン ⑫ キャプスタン・アイドラー 

⑥ ヘッドハウジング ⑬ 巻取りリール 

⑦ 停止ボタン   

「テープ録音機物語」 

 その 20  アンペックスの台頭（2） 

350 シリーズ・テープ録音機  ｰ 1 ｰ  阿部
あ べ

 美
よし

春
はる
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写真20-3 Ampex 351-2 型２チャンネル・ 

  ポータブル・テープ録音機 (60) 

写真20-4 Ampex 351 シリーズ 各種 (169) 

（左より351 (ﾓﾉ) コンソール型、352 (ﾓﾉ) または 352-2 (ｽﾃﾚｵ) 再生

専用機、コンソール型、351-2 （ｽﾃﾚｵ）ラックマウント型） 

 

(注*1) 「アンペックス最低の製品」とでも訳しておこ

う。Haward Sanner 編纂の”Chronology of Ampex 

Professional Products”(161)の中で、400 シリーズを評し

て次のように記されている。 

“The worst Ampex, hands down, universally considered 

catastrophe.”（アンペックス最低の製品、世間一般では

失敗作とみられている）。 

(注*2) 351 シリーズは各アセンブリーに下記のバー

ジョンをもっていて、これらが、使用目的に応じて組

合わせられる。 

(1) テープ駆動機構部（テープ速さと電源別） 

7.5-15 ips（ｲﾝﾁ/秒）, 60Hz、または50Hz 

3.75-7.5 ips, 60Hz、または50Hz 

(2)  ヘッド・アセンブリー（トラック形式別） 

フルトラック、ハーフトラック、または２ トラック

（2 チャンネル） 

(3)  増幅器（テープ速さによるイコライザー特性別） 

マスター: 7.5-15 ips, NAB、または3.75-7.5 ips, NAB  

スレーブ: 7.5-15 ips, NAB,または3.75-7.5 ips, NAB 

備考； モノの場合はマスターのみ、ステレオの場合はこれに 

スレーブが追加されて２チャンネルになる。 

表20-1 351 シリーズの主な仕様 (166) 

項　   目 仕　　　様

テープ幅 1/4 ｲﾝﾁ

テープ速さ 3-3/4 ･ 7-1/2 ips 　(ips：ｲﾝﾁ/秒）

7-1/2 ・ 15 ips
周波数特性 3-3/4 ips; ±2ｄB, 50-7,500 Hz

7-1/2 ips; ±2ｄB, 40-10,000 Hz
　　　　 ±4ｄB, 30-15,000Hz
15 ips:;   ±2dB,  30-15,000Hz

SN比 ピーク録音レベル対非聴感補正雑音比

3-3/4 ips; 　50dB
7-1/2 ips; 　ﾌﾙﾄﾗｯｸ； 60dB
                   2 ﾄﾗｯｸ;    55dB
15 ips:; 　    7-1/2 ips に同じ

ワウ・フラッター 0.5-250Hz、非聴感補正実効値

3-3/4 ips;  0.18 %
7-1/2 ips;  0.14 %
15 ips;      0.11 %

プレイ時間 NAB 10-1/2"ﾘー ﾙ、2400'ﾃー ﾌ゚のとき

3-3/4 ips;  2時間8分
7-1/2 ips;  1時間4分
15 ips;        32分

起動時間 ＜1/10秒 （定速時）

停止時間 ＜2ｲﾝﾁ @ 15ips
テープ速さ精度 0..2%, 30分番組で±3.6秒

巻戻し時間 約1 分 @ 2400ﾌｨー ﾄ NAB ﾘー ﾙ

入　力 最小入力ﾚﾍﾞﾙ対基準（1% 歪）録音ﾚﾍﾞﾙ

ﾏｲｸ (150/250Ω）；　200 μV
20kΩ平衡；　　　-10dBm
100kΩ不平衡；　 -10dBm

再生出力 600Ω, +8dBm (or +4dBm) @ 0VU
メーター 4 ｲﾝﾁVUﾒｰﾀｰ

電　源 117V,50/60Hz, 2A @ ﾌﾙﾄﾗｯｸ・ﾓﾃ゙ﾙ

117V,50/60Hz, 2.5A @ 2 ﾄﾗｯｸ・ﾓﾃ゙ﾙ

外形寸法・重量 ﾗｯｸﾏｳﾝﾄ：

      (H x D x W),   ﾄﾗﾝｽﾎ゚ｰﾄ;　15 ¾"x 8"x 19", 50Lbs
  ｱﾝﾌ゚；　　  7”x 8 ½"x 19",  18Lbs
ｺﾝｿｰﾙ：

         48”x 28 ½"x 24 ½", 155Lbs
ﾎ゚ｰﾀﾌ゙ﾙｹー ｽ (2ｹー ｽ)：
　ﾄﾗﾝｽﾎ゚ｰﾄ； 15 ½"x 17"x 20 ¼", 69Lbs
  ｱﾝﾌ゚ (ﾓﾉ)；   9"x 13"x 21", 38Lbs
  ｱﾝﾌ゚ (2ﾄﾗｯｸ)； 16 ½"x 13"x 21", 80Lbs
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２．テープ駆動機構部 

機構部は3 モーター、3 ヘッド、フル・リモート

コントロール式で、基本的にはアンペックス300 型

を小型化した駆動機構である。      

パネルサイズは400 型と同じ、幅19”(483mm),奥

行15-3/4”(400mm)である。 

このアンペックス350 型のテープ駆動機構は後に、

３モーター式テープ駆動機構の標準形となって 1980

年代まで米国、日本等数社のプロ用テープ録音機に採

用されていた。以下細部について述べるが、300 型ま

たは400 型と共通した部分が多く、「本物語、その9」

または「同、その 19」でも述べているが、主要部分

はあえて繰り返すことにした。写真 20-5 と写真 20-6

は機構部の裏面である。 

 

写真20-5 機構部裏面（１） (165) 

 

 

写真20-6 機構部裏面（２） (164) 

 

(1) テープパスと操作 (写真20-1)： 

 テープの装填は左側リールからリールアイドラ

ー・プーリー②（日本では一般にインピーダンスロ

ーラーと呼ばれている）、ヘッド⑥、キャプスタン⑩

とキャプスタン・アイドラー⑫（ピンチローラーと

も呼ばれている）の間、巻取りテンションアーム⑪

を経て、右側、巻取りリール⑬（空リール）に巻か

れる。そして、リールサイズ切替③とテープ速さ切

替⑨を所定の位置に切り替える。 

テープの走行操作はヘッドハウジング⑥手前の 4

個の押しボタン、プレイ⑧、停止ボタン⑦、巻戻し

ボタン④、または早送りボタン⑤によって電気的に

操作される。 

 

(2) 定速送り機構：  

テープが装填されると、２スピード・ヒステリシ

ス・シンクロナス・モーター軸上のキャプスタンが

回転し、プレイ操作でキャプスタン・アイドラーが

ソレノイドによってキャプスタンに圧着してテープ

を定速で送る。キャプスタン駆動は 400 型と同じ、

ダイレクト・ドライブ方式である（写真20-7(a)）。 

 

写真20-7 (a)  キャプスタン・アセンブリー (164) 

(b) リールモーターとブレーキ・アセンブリー (164) 

 

テープ速さは 15 と 7.5 インチ/秒または 7.5 と

3.75 インチ/秒で、2 スピードシンクロナス・モー

ターの回転数を電気的に切り替えることでキャプス 
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タンの回転を切り替えている。 

 リールサイズ切替は使用するテープリールによっ 

て10.5 インチまたは7 インチ・リールに対して、異

なるテープの巻径変化によるバックテンションの変

化をできるだけ減らそうというもので、供給側モー

ターに直列に挿入された抵抗器の値を切り替えてい

る。 

 

(3) 巻取り(Take-up)機構： 

 録音または再生時にキャプスタンとキャプスタ

ン・アイドラーによって送り出されたテープはたる

みなく、しかもテープの定速駆動に影響することな

く、テープをリールに整然と巻き取らなければなら

ない。 

 350型は300型同様、巻取りに専用のモーター(誘

導電動機)を使用し、定速送り時は定格（117V）の

1/2～1/3 の電圧をモーターにかけて、弱いトルク

でテープを巻き取っている(図20-1、Ｃ)。 

早送り(Fast Forward)時は定速より15～30倍の速

さでテープを巻き取る。このとき、巻取り用のリー

ルモーターに定格電圧をフルにかけ、送出し側リー

ルモーターにはテープがたるまない程度に弱い逆方

向のトルクがかけられる（同図Ａ）。 

定速送り時、テープの送出し側はテープに対して

適当なバックテンションが必要である。巻戻しモー

ターに定格の1/2～1/3 の電圧をかけて、テープの

進行方向に対して逆方向のトルクを与えてテープに

バックテンションをかけている（同図Ｃ）。 

 

(4) テープの送出し(Supply)と巻戻し(Rewind)機構： 

 左側のリール駆動部は定速送り時のテープの送り

出しとテープの巻戻し動作がある。 

 巻戻し操作におけるテープ走行系の状態は早送り

と反対に、巻戻しモーターに定格電圧をフルにかけ、

巻取り側モーターには弱い逆方向のトルクがかけら

れる（図20-1、B）。 

  
 

図20-1 350 型機構部のテープテンション・システム (167) 

 

（5） 停止機構： 

 テープ録音機におけるブレーキはテープをたるま

せることなく、またテープに異常張力をあたえない

よう、できるだけ速やかにテープの走行を停止させ

ることである。プレイ状態からの停止は、テープ速

さが比較的遅いので、テープを瞬時に止めることは

容易である。しかし、早送りや巻戻し状態からの停

止は、特に 3 モーター式のようにプレイ時の 10～

30 倍の速さになり、そのうえテープ、リール、モー

ターなどの慣性モーメントも大きいので、テープを

短時間に停止させるということは困難である。 

350 型は 300 型と同様、図20-2 のようにブレー

キドラムとブレーキバンドとの接触面積が大きく安

定性が高いバンドブレーキを採用している（写真

20-7（b））。400 型はパッド式ブレーキであった。 



 

34 

JAS Journal 2006 Vol.46 No.10 

図20-2 350 型機構部のブレーキ・システム (167) 

 

 ブレーキバンドはりん青銅を帯状にして、これに

ブレーキシュー（フェルト）を貼り付け、回転する

ドラムに巻きつけて動作させるもので、図のように

バンドの一端を固定し、他端を、アームを介してス

プリングで引っ張っている。停止中はスプリングが

引っ張っているので、ブレーキがかかった状態にな

っている。テープ駆動時、リール軸を回転させる時

は、ブレーキ・ソレノイドが働き、アームが動いて

ブレーシューがドラムから離れる。 

 ブレーキの方向性は、スプリングが作用する方向

にドラムが回転しているときは、バンドがドラムに

食い込むように働くためブレーキ作用は増加する。

逆に反対方向のときはスプリングの力に抗してドラ

ムから離れるように働くためブレーキ作用は弱まる。

バンドのドラムに対する巻付角が約 180 度なので、

ブレーキ比はほぼ2：1 になっている。 

 

（6） スタビライザー機構： 

 テープをむらなく定速で送るためには、キャプス

タンの精度も重要であるが、テープの巻径変化によ     

るバックテンションの変動を無視することはできな

い。特に主としてバックテンションだけでテープを

ヘッドに密着させているメカニズムにあっては、リ

ールモーターのトルクむら、リールの偏心など供給

リール側の影響が直接テープ走行にあらわれる。こ

れらリール軸の影響をなくすためにヘッドとリール

間に 300 型のようにフライホイールのついたリー

ルアイドラー（インピーダンスローラーとも言う）

とテンションアームを組合わせたスタビライザー機

構を付加してテープ走行の安定を図っている(写真

20-1 の②、図20-3)。 

 供給側と同様、巻取り側ではキャプスタンの送り

出しに対して巻取りリールの慣性や機械的なタイミ

ングのずれから起動、停止時にテープがたるんだり、

強く張ったりする。この現象はテープ速さが早いほ

ど大きく、300 型の機構部と同様に、キャプスタン

と巻取りリールとの間にテンションアームが設けら

れている(写真20-1 の⑪、図20-4)。そしてこのアー

ムにマイクロスイッチが連動してテープがリールに

巻き終わったときや、切断事故などがあったときに

メカニズムの動作を自動的に停止させるようになっ

ている。 

 
図20-3 350 型のリールアイドラー・アセンブリー (61) 
 
 
 
 
 
 
 
        
                      

図20-4  350 型の巻取りテンションアーム・アセンブリー(61) 
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(5) ヘッドアセンブリー 

 写真 20-8 は 351 シリーズになってからのステレ

オヘッド・アセンブリーでヘッドハウジングカバー

を取り外した状態である。 

左から消去、録音、再生の順で、それぞれ2 チャ

ンネルになっていて、片チャンネル別個に消去、録

音そして再生ができる。ヘッドの磁気シールドとフ

ロントカバーについたテープリフターは 300 型や

400 型と同じ構造である。 

写真20-8 ヘッドアセンブリー（ハウジングカバー 

を外した状態） (164) 

 
(7) コントロール回路 

 400 型と同様、テープの走行操作はすべて押ボタ

ン式で、リモート操作も可能である。ボタンは左か

らREWIND, FAST FORWARD, STOP, PLAYの順になっ

ていて、録音操作は誤操作防止の配慮からアンプパ

ネルで行っている。操作の切替えはすべてリレーに

よって行い、機械的動作の切替えはプランジャー・

ソレノイドによって行われる。 

 図20-5 にコントロール回路図、図20-6 はコント

ロール回路を単純化した図で、左側が交流回路系、

右側が直流回路系に分かれている。 
（次号につづく） 

 
 
 

 

図20-5 350 型機構部回路図 (166) 

図20-6 350 型機構部コントロールの系統図 (166) 

 
【参考文献】(前号よりつづく) 
(161) Compiled by Haward Sanner”Chronology of Ampex 

Professional Products” (Draft 95.10.,Rev.99.11) 

     http://recordist.com/docs/histapx/ampchm.txt 

(162) “Ampex 300”, Schematic-Electronic Assembly  

(163) “Ampex 351”Bulletin 1003 

(164) “Series 351 Specification and Operating Features” 

      Bulletin 203(1960) 

(165) “Ampex 351 series” Bulletin(1961) 

(166) “Ampex 351” Operation and Maintenance Manual” 

(167) “Ampex 352” Operation and Maintenance Manual” 

(168) “Ampex 354” Schematic Diagrams” Revision 6/60 

(169) “Ampex 354 series” Bulletin 208(1960) 
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マーラー(1860～1911) 

交響曲第6 番イ短調「悲劇的」 

指揮：ズデニェク・マーツァル 

チェコ･フィルハーモニー管弦楽団 

（CD&SACD HYBRID、DVD-Audio＜全3 枚組＞） 

EXTON  OVCL-00245 

 

鮮烈なマーラーの交響曲6 番「悲劇的」 

 ズデニェク・マーツァルがチェコ・フィルハーモニー管弦

楽団とマーラーの交響曲第6 番「悲劇的」を発売した。 

マーツァルは、あまり個性的な演奏はしないのを特長とし

て周知されてきたが、マーラー3 曲目となる 6 番の演奏には

今までに無かった変化がみられた。 
第 1 楽章冒頭から少々早めのテンポで切れのよいリズムで

始まり、ティンパニや管楽器の奏法や、弦に微妙な変化を求

めながら、メリハリのある訴求力で奏でてくる。 

終楽章では、作者の心情的な苦難を恐ろしいほど感情的に

表現させ、悲劇的旋律と主題を展開させてハンマーが強く叩

かれるクライマックスを迎える、衝撃的で驚愕する演奏であ

るが、最も分かり易く、従来のマーツァルの音楽とは少なか

らず異にするマーラーである。 

 2006 年5 月にプラハのドヴォルザーク・ホール「芸術の家」

での収録で、SACD(Hybrid)とDVD-Aに対応した3枚組である。 

 CD 層は多少のレンジ等に不足感が認められるが、演奏のス

ケール感を豊かに伝えている。 

DVD-A は192kHz/24bit で残念ながら2ch のみであるが、

このホールの特有の長い尾を引くような響きが良く再現され

る。SACD の2chは、更に響きがクリアーで豊かになり、音像

が引き締まり存在感が増大する。低音も充実した繊細な再生

音質が体験でき、マルチ・チャンネルは空間が広がり、マー

ツァルのマーラーに相応しい音場が創造されている。 

大林國彦（会員番号0799） 

 

 

 

 

「ナルニア国物語～第1 章ライオンと魔女」 

監督：アンドリュー・アダムソン 

キャスト：ジョージー･ヘンリー/スキャンダー･ケインズ/ 

ウィリアム･モーズリー/アナ･ホフルウェル/ 

ティルグ･スィントン/etc 

フエナ ビスタ VWDS-3191 

空前のスケールで描くファンタジー映像 

 英国児童文学の巨匠、C.S.ルイスの「ナルニア国物語～第1

章ライオンと魔女」が映画化されてDVD がリリースされた。 

 第 2 次大戦下のロンドンからドイツの空襲を避けて疎開し

た 4 兄弟が、空き部屋にある衣装タンスを通って偶然にも神

秘な国ナルニアに迷い込む。そこには、白い魔女が支配して

100 年の冬に閉ざされた世界があり、この国の運命を 4 兄弟

に託されていることも知り、壮大な冒険を通して兄弟愛や住

人たちとの友情を育み成長して行く姿を、衣装タンスのこち

ら側とパラレルにして幻想的に描いている。 

 この作品の特長は、最新のVFX 技術を駆使したスケール感

に満ちた世界とドラマ性を融合させたファンタジーを子供た

ちと共に楽しめる映像にある。この作品の映画化は困難とさ

れてきたが、高度なCG技術で実現され、ナルニア国王ライオ

ンのアスランで、特にその存在感に生かされている。一貫し

て、CG と実写の差を無くしてリアリズムを最重視し主張した

映像美が素晴らしい。しかも、画像及び彩度も緻密な画質表

現を誇り、観る者を飽きさせない。 

 音声は帯域の広さが一聴して分る。繊細でクリアーな音質

で聴き易い。また、疎開先の躾に厳しいマクレディさん（家

政婦）が追う足音が、逃げ惑う童心の恐怖感を高めるサラウ

ンド・サウンドや、アスラン軍と白い魔女軍との闘いの激し

さを表現した音響デザインも効果的で楽しい作品となってい

る。                         

大林國彦（会員番号0799） 
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